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プロジェクトの概要プロジェクトの概要

北信総合病院

長野市

長野松代総合病院
篠ノ井総合病院

新町病院

佐久総合病院は長野県東信地域の高度医療と健康福祉の
拠点を担う地域に密着した総合病院である。

安曇総合病院

佐久総合病院
松本市

小諸厚生総合病院
鹿教湯病院

三才山病院医療の専門化，高度化，診療圏の拡大などに伴い，既存病院
では対応が困難になってきたため，高度専門医療をつかさどる

富士見高原病院部門を新敷地に移転する。

地域を代表する本病院で 地域の気候特性を読み解いた 下伊那厚生病院

：長野県内の厚生連病院

地域を代表する本病院で，地域の気候特性を読み解いた
グリーン化≒省CO2化を進め，その効果を発信していくことに
より，信州・長野県内の他施設にもグリーン化，省CO2化が

長野県内の厚生連病院2

広がることを期待している。

p.1グリーン信州・3つの鍵 佐久総合病院基幹医療センターの挑戦



佐久総合病院佐久総合病院 基幹医療センター基幹医療センター

敷地面積：130,000m2 延床面積： 49,500m2

階 数：地上3階（一部4階）、地下1階
病 床 数：450床病 床 数：450床
構 造：診療棟 RC造+S造（免震構造），病棟 RC造一部SRC造（耐震構造）
工 期：H23年12月～H25年12月（予定）

実施体制
実 施 者：長野県厚生農業協同組合連合会
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実 施 者：長野県厚生農業協同組合連合会
作業協力者：株式会社 日建設計

地域とのつながり地域とのつながり --佐久総合病院の取組み佐久総合病院の取組み--

「農民とともに」「農民とともに」をスローガンに，地域に根ざし地域に根ざし，医療の普及に努めてきた。

毎年，春には地域の祭である小満祭に合わせ，病院祭病院祭を開催している。
健康教育健康教育を 的 和 年 ら 始され 患者さ だ なく 人前後人前後健康教育健康教育を目的に，昭和22年から開始され，患者さんだけではなく，22万人前後万人前後の
地域住民地域住民が訪れる。

本事業により得られた成果を 病院を訪れる人はもとより 地域住民 ひいては本事業により得られた成果を，病院を訪れる人はもとより，地域住民，ひいては
広く県民に公開・教育普及公開・教育普及することで，長野県内長野県内の他施設にもグリーン化が広がるグリーン化が広がる
ことを確信している。ことを確信している。
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佐久市の気候について佐久市の気候について
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グリーン化を進めるには，地域の気候特性を生かすことが重要グリーン化を進めるには，地域の気候特性を生かすことが重要
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15℃前後で非常に安定 ＜標準年気象データに基づく月別日照時間の比較＞

信州におけるグリーン化信州におけるグリーン化≒≒省省CO2CO2を実現するためのを実現するための33つの鍵つの鍵

佐久地域の気候を読み解いた結果，グリーン化には佐久地域の気候を読み解いた結果，グリーン化には33つのキーポイントが挙げられるつのキーポイントが挙げられる

冬の厳しい寒さ冬の厳しい寒さ 長い日照時間長い日照時間豊かな地中エネルギー豊かな地中エネルギー

外壁外壁外壁にそって外壁にそって
緩衝空間を形成緩衝空間を形成

地下水・地中熱利用地下水・地中熱利用 太陽光発電＆太陽光発電＆
太陽熱給湯の設置太陽熱給湯の設置

・地下水のカスケード利用
・冬は断熱性強化として機能
・夏や中間期は自然換気，
ナイトパージの風の通り道に

冷房，給湯，便所洗浄水
・地中熱利用
クールヒートトレンチ

・それぞれの効果，使用先を
分かりやすく表示する一歩
進んだ「見える化」

BEMSBEMSを導入し，各技術のグリーン効果を検証を導入し，各技術のグリーン効果を検証 さらなる省エネ計画の立案さらなる省エネ計画の立案
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導 ，各技術 効果 検証導 ，各技術 効果 検証 省 計画 案省 計画 案



①

ⅠⅠ．断熱機能と．断熱機能と
自然換気機能を兼ね備えた自然換気機能を兼ね備えた

信州におけるグリーン化の鍵 ①冬期の厳しい寒さ
自然換 機能 兼 備自然換 機能 兼 備

緩衝空間の形成緩衝空間の形成

・緩衝空間による断熱・緩衝空間による断熱

外気と室内の間に「緩衝空間」を

【緩衝空間による断熱効果 冬期の例】

外気と室内の間に 緩衝空間」を
設けることによって，室内への外気に
よる影響を最小限に抑える。

室内：
22℃

室内：
22℃

外気：
-3℃

外気：
-3℃

緩衝空間：緩衝空間：
17℃

緩衝空間を設けることにより，
外気の影響を抑えることが可能

・緩衝空間を利用した自然換気・・緩衝空間を利用した自然換気・
ナイトパージの促進ナイトパージの促進

病 療病院の診療部門ではエアバランスを保つことの
重要性から，自然換気を行うことは難しいと
されている。本計画では緩衝空間を利用して，

佐久地域は中間期が長く，また夏期でも夜間の外気温度は
20℃前後まで低下する 中間期および夏期夜間に自然換気

自然換気を行うことで，省エネとエアバランス
保持を両立させる。
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20℃前後まで低下する。中間期および夏期夜間に自然換気，
ナイトパージを行うことにより，空調用消費エネルギーを削減

①

ⅠⅠ．断熱機能と．断熱機能と
自然換気機能を兼ね備えた自然換気機能を兼ね備えた

信州におけるグリーン化の鍵 ①冬期の厳しい寒さ
自然換 機能 兼 備自然換 機能 兼 備

緩衝空間の形成緩衝空間の形成

・緩衝空間・緩衝空間 平面図平面図緩衝空間緩衝空間 平面図平面図

緩衝空間：
屋外と室内の間に

廊下や機械室を配置

中間期や夏期は自然換気
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冬は断熱性強化として機能

中間期や夏期は自然換気，

ナイトパージの風の通り道に



② ギ

ⅡⅡ．多角的・多段階．多角的・多段階
地中熱利用システム地中熱利用システム

信州におけるグリーン化の鍵 ②豊かな地中エネルギー
地中熱利用システム地中熱利用システム

・クールヒートトレンチ＋エコシャフトによる外気の予冷・予熱・クールヒートトレンチ＋エコシャフトによる外気の予冷・予熱ク ルヒ トトレンチ＋エコシャフトによる外気の予冷 予熱ク ルヒ トトレンチ＋エコシャフトによる外気の予冷 予熱

クールヒートトレンチを介し，外気導入を行う。
クールヒートトレンチを“エコシャフト”と呼ばれるガラスク トト ンチを シャ ト と呼ばれるガラ
シャフトと繋げることで，冬期はこのシャフト上部に当たる
太陽熱を集熱し、さらなる予熱を行う。

外気導入用
エコシャフト

クールヒート
トレンチ：

地下ピットを利用
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＜断面イメージ図＞ ＜病棟 地下ピット平面図＞

② ギ

ⅡⅡ．多角的・多段階．多角的・多段階
地中熱利用システム地中熱利用システム

信州におけるグリーン化の鍵 ②豊かな地中エネルギー
地中熱利用システム地中熱利用システム

・・井水のカスケード利用井水のカスケード利用井水のカスケ ド利用井水のカスケ ド利用

冷房，給湯，給水と様々な用途に（多角的），温度帯に合わせて段階的に（多段階）利用
することで，井水のもつポテンシャルを最大限に生かす。する とで，井水のも ポテンシャ を最大限 生かす。

PC

水冷水
PC

下水給湯
C WC

下水冷水
C WC

下水給湯

 15

井水受水槽 雑用水槽

20℃ 30℃  15

井水受水槽 雑用水槽

20℃ 15℃

＜井水カスケード利用の流れ（夏期）＞ ＜井水カスケード利用の流れ（冬期）＞

揚水井戸 還元井戸へ 揚水井戸 還元井戸へ
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③

ⅢⅢ．太陽光発電＆．太陽光発電＆
太陽熱給湯の設置と太陽熱給湯の設置と

信州におけるグリーン化の鍵 ③長い日照時間
太陽熱給湯の設置と太陽熱給湯の設置と
一歩進んだ「見える化」一歩進んだ「見える化」

太陽光発電設備

100ｋＷ

変換効率：10～15%

太陽熱給湯器

80ｋＷ

変換効率：40～50%太陽光発電と太陽熱給湯の

地域の方が日々利用する

建物の受変電設備へ
系統連携

発電電力・太陽熱を

太陽光発電と太陽熱給湯の
エネルギー変換効率や使用
用途，使用量を並列して見せ
ることで 太陽エネルギ の 地域の医療に貢献する

医療用の電源

地域の方が日々利用する
エントランスホール・外来周りの

空調

発電電力・太陽熱を
地域の方が利用する
様々な用途に活用

見える化の工夫
・発電電力・給湯を体感できる用途に利用

給湯負荷の大きい
病棟の給湯

ることで，太陽エネルギーの
質・価値の違いを示す
「一歩進んだ見える化」を行う。

発電・集熱の効果を見て体感できることで、 電源供給体制の
効果・メリット

見える化の工夫 ・体感できる場所に「一歩進んだ見える化」インターフェースを設置

太陽エネルギーの質・価値の違い，使用用途，使用量を示す

病院を訪れる人々へ
理解，普及を促す

太陽エネルギー利用への理解を深める さらなる強化
効果 メリット

ⅣⅣ．．BEMSBEMSの導入によるグリーン効果検証および省エネ計画の立案の導入によるグリーン効果検証および省エネ計画の立案

BEMSを活用して，運用実績データを元に各種省CO2手法の効果の検証を行う。
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を活用して，運用実績デ タを元 各種省 2手法 効果 検証を行う。
結果を元に省エネルギー計画を立案することで，さらなる省CO2化を図る。

環境性能・省ＣＯ環境性能・省ＣＯ２２効果効果

■■CASBEECASBEE新築新築

SSランクランク
（（BEEBEE＝＝3 23 2））（（BEEBEE＝＝3.23.2））

■■COCO22削減量削減量
ベンチマ クと比較すると

1,703 ton1,703 ton--COCO22//年年

ベンチマークと比較するとCO2排出量の比較 [単位：ton-CO2／年]
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病院施設，また信州地域のトップランナーとして，
グリ ン化の実現 普及を目指す
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0

比較対象 本計画（提案事業）

グリーン化の実現・普及を目指す
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住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

伊勢市駅前省伊勢市駅前省ＣＯＣＯ プロジ クトプロジ クト伊勢市駅前省伊勢市駅前省ＣＯＣＯ22プロジェクトプロジェクト

提案者名提案者名提案者名提案者名

株式会社株式会社 伊勢敬伊勢敬

■プロジ クトの全体概要と実施体制■プロジ クトの全体概要と実施体制■プロジェクトの全体概要と実施体制■プロジェクトの全体概要と実施体制

プロジェクト建築地 提案者
・株式会社 伊勢敬

作業協力者
株式会社 竹中 務店・株式会社 竹中工務店

協調・連携

伊勢市（都市整備部、環境生活部）

11



■事業計画概要（全体スケジ ル）■事業計画概要（全体スケジ ル）■事業計画概要（全体スケジュール）■事業計画概要（全体スケジュール）

22

■省ＣＯ■省ＣＯ 技術の提案概要技術の提案概要■省ＣＯ■省ＣＯ22技術の提案概要技術の提案概要

伊勢市上位方針
省ＣＯ2計画コンセプト（特色）
・都市・建物のエミッションレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ2技術

・伊勢市総合計画
・伊勢市景観計画
・伊勢市環境基本計画
・伊勢市地域新エネルギー

都市 建物のエミッションレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ2技術
・豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ2

地産地消技術

伊勢市地域新エネルギ
ビジョン

・伊勢市地球温暖化防止
実行計画

建物立地条件
・伊勢神宮鳥居前町
・周辺の自然環境周辺の自然環境

地域ポテンシャル
・伝統工芸伝統工芸
・森林資源
・地域産業

本プロジェクトにおける省ＣＯ2技術の全体像

33



■導入する省ＣＯ■導入する省ＣＯ22技術の概要（技術の概要（11））■導入する省ＣＯ■導入する省ＣＯ22技術の概要（技術の概要（11））
 都市・建物のエミッションレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ都市・建物のエミッションレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ22技術（１）技術（１）

屋根（床）散水設備（電磁弁）

仕上げ材：透水性タイル（レンガ）

床面防水材料（緑線）

漏水センサー

Ｓ

貯留水

屋根面（床面）コンクリー
ト

止水堰

給水配管 制御用信号線

44蒸散床システムの断面概要

都市 建物のエミ シ ンレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ都市 建物のエミ シ ンレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ 技術（２）技術（２） 都市・建物のエミッションレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ都市・建物のエミッションレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ22技術（２）技術（２）

蒸散冷却床の効果把握（表面温度比較）
データ出典：作業協力者技術研究所における2010年 9月2日
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 都市・建物のエミッションレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ都市・建物のエミッションレス化に繋がる蒸散型省ＣＯ22技術（３）技術（３）

透水性タイル舗装概要 都市エミッションレスイメージ図

66

■導入する省ＣＯ■導入する省ＣＯ 技術の概要（２）技術の概要（２）

豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省 地産地消技術（ ）地産地消技術（ ）

■導入する省ＣＯ■導入する省ＣＯ22技術の概要（２）技術の概要（２）

 豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ22地産地消技術（１）地産地消技術（１）

木製ルーバーを基調としたファサード 香り自然換気のイメージ

77



 豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ 地産地消技術（２）地産地消技術（２） 豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ22地産地消技術（２）地産地消技術（２）

建築地近傍 水域状況 井戸・還水井戸による地中熱建築地近傍の水域状況 井戸 還水井戸による地中熱
利用システム

88

 豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ22地産地消技術（３）地産地消技術（３）豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ豊かな地域物産を積極的に利用した波及効果の高い省ＣＯ22地産地消技術（３）地産地消技術（３）

地元企業が製作する文字表示型
デジタルサイネ ジ
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2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

国土交通省 平成23年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

新さっぽろイニシアチブ新さっぽろイニシアチブ新さっぽろイ シアチブ新さっぽろイ シアチブ
ＥＳＣＯ事業ＥＳＣＯ事業

((代表提案者代表提案者)) 株式会社山武株式会社山武

((共同提案者共同提案者)) 株式会社札幌副都心開発公社株式会社札幌副都心開発公社(( 提案者提案者)) 株 会社 幌副都 開発 社株 会社 幌副都 開発 社

芙蓉総合リース株式会社芙蓉総合リース株式会社

((提案協力者提案協力者)) 公立大学法人札幌市立大学公立大学法人札幌市立大学(( ))

プロジェクトの導入施設（新さっぽろアークシティ）の概要

●建物用途

物販テナント 事務所 ホテル クリニック 水族館 娯楽施設で構成される物販テナント、事務所、ホテル、クリニック、水族館、娯楽施設で構成される

大規模複合商業施設

・ＪＲ新さっぽろ駅 新札幌バスターミナルと連結・ＪＲ新さっぽろ駅、新札幌バスターミナルと連結

・地下鉄新札幌駅とも通路で接続

●延床面積

サンピアザ １０６ ２３１ ｍ2サンピアザ １０６,２３１ ｍ

デュオ ６５,１７４ ｍ2

合計 １８１,４４２ ｍ2 合計 １８１,４４２ ｍ

●年間来訪者数 約１,３００万人年間来訪者数 約 ,

◆札幌市厚別区における商業、交通の拠点施設◆

Copyright  2011 Yamatake Corporation All Rights Reserved. 



新さっぽろアークシティの建物外観図

サンピアザ

デュオ

ホテル

①サンピアザ ②ダイ 新さ ぽろ店 ③カテプリ新さ ぽろ

ホテル

①サンピアザ ②ダイエー新さっぽろ店 ③カテプリ新さっぽろ
④デュオ-1（1F新札幌バスターミナル） ⑤デュオ-2
⑥サンピアザ水族館・サンピアザ劇場 ⑦JR新札幌駅 ⑧新さっぽろアークシティホテル
⑨北駐車場 ⑩東駐車場 ⑪南駐車場 ⑫デュオ駐車場

Copyright  2011 Yamatake Corporation All Rights Reserved. 
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導入する省エネルギー手法

●スマートエネルギーネッワークの構築

●高効率冷凍機の導入●高効率冷凍機の導入

●熱負荷予測による熱デマンド制御（熱源の増段抑制）の導入・・・ＡＳＰ

●学習型熱源最適送水温度制御の導入 ＡＳＰ●学習型熱源最適送水温度制御の導入・・・ＡＳＰ

●エコキュート、井水熱源給湯ＨＰの導入

●空調の省エネルギー制御の導入

（空調ゆらぎ制御、インバーター制御、ＣＯ2制御、外気冷房など）

●自然エネルギーの導入（太陽光発電、風力発電、ソーラーウォール）

●ＢＥＭＳの導入（サンピアザ、デュオ相互監視化）●ＢＥＭＳの導入（サンピアザ、デュオ相互監視化）

●井水浄化システムの導入

●高効率照明の導入（ＬＥＤ ＨＦ）●高効率照明の導入（ＬＥＤ、ＨＦ）

●受電トランスの統合

●グ カ 導

Copyright  2011 Yamatake Corporation All Rights Reserved. 

●グリーンカーテンの導入



導入する省エネルギー手法

様々な省エネルギー手法をシェアードＥＳＣＯスキームで実施
設備運転管理もＥＳＣＯ事業者で常駐管理を実施
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スマートエネルギーネットワークの概要

新さっぽろアークシティ

制御・情報

室内
・ 熱源運転計画変更

CO2濃度設定値緩和

デマンドレスポンス

熱源システム空調機
高温水

室内

冷風・温風
・ CO2濃度設定値緩和
・ 室内温度設定値緩和
・ 機器発停制御

熱源システム空調機
地域
暖房

冷水・温水

遠隔センター

気象予報

BEMS
需要量増減信号

遠隔センタ
（クラウド型）（クラウド型）

熱源運転計画

熱・電力負荷予測機能

熱源ｴﾈﾙｷﾞｰ
消費量予測演算

予測需要量（翌日

熱源運転計画

スマート連携システム

熱・電力負荷予測機能
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾚｽﾎﾟﾝｽ(一部)機能

予測需要量（翌日
分）

・受電データ
・BASデータ
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・BASデ タ
・営業ｽｹｼﾞｭｰﾙ



学習型熱源最適送水温度制御 概要①

冷凍機の送水温度を低く設定すると・・・
冷凍機の効率が悪化し、エネルギーを多く消費

今までは・・・

7 ℃

冷水
冷凍機 空調機

中央監視装置

7 ℃

居室冷凍機と搬送のトレードオフを解決す

ポンプ

居室

冷風快適
るロジックを搭載するには、
高ｽﾍﾟｯｸとなり、普及につながらない

熱源コントローラ

冷凍機の送水温度を高く設定すると・・・
ポンプに負荷がかかり、電力を多く消費
空調機でも、能力不足を起こす心配がある

熱源コントロ ラ

熱源機 12 ℃

冷凍機 空調機
冷水

熱源機 12 ℃

居室

Copyright  2011 Yamatake Corporation All Rights Reserved. 

ポンプ
冷風暑い

学習型熱源最適送水温度制御 概要②

これからは・・・ 冷凍機・ポンプを含めた熱源システム全体の効率が、
最も良くなるよう最適な出口温度設定を出力

遠隔センター

問題のない範囲で、冷凍
機の出口温度を高く設定し
て、冷凍効率を向上

省エネ制御のクラウド化 省エネ

ルータ

遠隔 ンタ

9 ℃

学習型VWT制御
サーバー

9 ℃

自動設定遠隔
サーバー

遠隔サーバーで最適値を
リアルタイムで演算し出力

演算ロジックを遠隔サーバー
で行うことで、コストダウンを
実現し 普及を促進 サ バ

トータル
消費量

エネルギー消費

リアルタイムで演算し出力実現し、普及を促進

熱源機

消費量

ポンプ

冷凍機
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最適送水温度



建物間統合ＢＥＭＳの概要

サンピアザ、デュオのそれぞれ独立した中央監視装置をＢＥＭＳ化して相互監視を可能とする。

・エネルギー管理の一元化 ・電力デマンド制御の拡大

・運転管理要員のスマートグリッド化 ・省エネルギー、設備管理のノウハウの共有

・テナントＣＯ2排出量報告書のＷｅｂ配信(見える化）

・施設内広場に大画面モニター設置（ＢＥＭＳ情報の見せる化）

サンピアザ デュオサンピアザ デュオ

テナントＣＯ2排出量
レポート配信

見せる化用大画面モニタ表示
（広場に設置）

テナントＣＯ2排出量
レポート配信

見せる化用大画面モニタ表示
（広場に設置）

サンピアザＢＥＭＳ

（機械設備用）

デュオＢＥＭＳ

（機械設備用）

ポ 配信
（広場に設置）

（広場 設置）

（機械設備用）

デュオ監視用ＰＣ
サンピアザ監視用ＰＣ

サンピアザＢＥＭＳ デュオＢＥＭＳ

（電気設備用）
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（電気設備用） （電気設備用）

省ＣＯ2の普及・波及連携

ＥＳＣＯ制御技術環境教育「見せる化」

人、地域への波及・普及 技術の波及・普及 マネジメントの波及・普及

ＥＳＣＯ
・ESCO事業者による一元管理
・継続的ﾁｭｰﾆﾝｸﾞ
・長期にわたる効果の保証

制御技術
・デマンドレスポンス
・熱/電力負荷予測
・学習型熱源最適VWT制御

環境教育「見せる化」
・省エネマインドの啓蒙
・出張講義、体験型学習
・技術・効果の展示 長期にわたる効果の保証

エネルギー/運転管理
・建物間統合ＢＥＭＳ

ﾃﾅﾝﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

学習型熱源最適VWT制御
・ゆらぎ制御

新エネルギー活用
・ソーラーウォール

技術 効果の展示

環境投資
・環境活動への寄付

ＢＣＰ対応の強化 ﾃﾅﾝﾄｴﾈﾙｷ ﾏﾈｼ ﾒﾝﾄ
・テナント省CO2活動
・省エネ、省CO2ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

ソ ラ ウォ ル
・井水利用給湯HP
・太陽光発電、風力発電

ＢＣＰ対応の強化
・飲料水の提供
・災害に強い施設

データ計測・検証 ライフサイクル
産学官の連携

データ計測・検証
（効果の見える化）

ライフサイクル
マネジメントの確立

ショッピングセンター協会（全国約3,000施設）、ＥＳＣＯ推進協議会
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その他学会、事例発表会などによる波及・普及の展開



省ＣＯ２の普及・波及連携

テナント省CO2活動（見える化）

テナント商店会ネ ギ ネ ク

波及・普及効果

BEMSによるレポート 約200テナントランキング

表彰制度による促進 テナント従業員環境教育

テナント商店会スマートエネルギーネットワーク

需要側負荷予測デ タ提供

札幌市環境局・教育委員会

日本ショッピングセンター協会
地域暖房連携

ESCO推進協議会

新さっぽろイニシアチブ

省CO2貢献
需要側負荷予測データ提供
による、供給側熱源機の最

適運転

供給側余剰排熱発生時の

実証と効果の検証、改善
情報発信、PR

情報・ノウハウ提供

PDCAサイクル

既存建物の省CO2化（ハード）
運転管理の高効率化（ソフト）

建物間統合BEMS

新
ESCO事業

供給側余剰排熱発生時の
通知、供給側での有効活用 予測データ・最適化

札幌市立大学との共同研究
（斎藤雅也准教授）

実証、改善実施

デマンドレスポンス PDCAサイクル

発展性・継続性を持たせる為の
実証、検証、対策の実施

・建物間統合BEMS
・ESCO事業者による一元管理

余剰・有効活用 検証、対策検討

省CO2建物による
環境教育

デ ンド ポン

電力・熱負荷予測を加味し
たデマンド制御による電力

消費抑制
環境教育
環境投資 集客力アップ

（経済効果）

市内、区内小中学校課外授業 と「札幌市青少年科学館」
見せる化の有効性

実験 検証

建物受電統合による
電力消費抑制効果拡大

の「エコツアー」ジョイント

地域住民・団体への
環境教育・社会貢献

「緑のカーテンプロジェクト」と厚別
区「花の回廊プロジェクト」の

札幌市青少年科学館」
省CO2技術の展示

「見せる化」（来場33万人/年）

実験、検証
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情報発信と地域連携（見せる化）

出前環境・省CO2講座の実施
区「花の回廊プロジェクト」の

連携

継続的発展性を有した
寒冷地域への発信と展開

産学官連携による長期持続的省ＣＯ２普及啓蒙活動

対象：市民施設利用者、札幌市内の小・中・高等学校、対象 市民施設利用者、札幌市内 小 中 高等学校、
札幌市厚別区まちづくりセンター（高齢者）、テナントほか

１ パッシブ手法による快適な環境空間の体験会実施１．パッシブ手法による快適な環境空間の体験会実施
市民＋学校： （夏）緑のカーテン、 （冬）ソーラーウォール

２．室内環境情報をアクティブに発信する「見せる化」
市民＋テナント：BEMS情報の一部を市民に開示市民＋テナント：BEMS情報の 部を市民に開示

３ 省エネ・省CO2設備の解説（出張講義）・見学会実施３．省エネ 省CO2設備の解説（出張講義） 見学会実施
市民＋学校＋テナントほか、学会関係者（専門家）

４．札幌市青少年科学館で環境技術展を開催
市民＋学校：環境・省CO２技術展、デモ機展示
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サンピアザ水族館、札幌市円山動物園でも連携イベントを開催



2011年10月12日
第7回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

国土交通省 平成23年度第1回国土交通省 平成23年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

株式会社電算新本社計画
における省CO２の取り組み

株式会社株式会社 電算電算株式会社株式会社 電算電算

00

株式会社電算株式会社電算 会社概要会社概要株式会社電算株式会社電算 会社概要会社概要

現本社

新本社予定地

新本社ビル配置図案内図

株式会社電算新本社計画 11

新本社 置図案 図



建築概要・コンセプト

延床面積：9,878㎡
規模：地上5階

② 建築と室内環境の工夫による徹底的な負荷低減

① 長野の恵まれた自然の最大限の活用

② 建築と室内環境の工夫による徹底的な負荷低減

③ 明るさ感と全面放射による快適性と省エネの追求③

本計画建物におけるCO2排出量

－45％
株式会社電算新本社計画 22

－45％

ｺﾝｾﾌﾟﾄ① 長野の恵まれた自然の最大限の活用

冷涼で採光や地下水が豊富な長野の気候を最大限に活用

風を活かす 光を活かす
（自然換気）

光を活かす
（自然採光・太陽光発電）

水を活かす 地熱を活かす水を活かす
（井水の水利用）

地熱を活かす
（井水の熱利用）

株式会社電算新本社計画 33



ｺﾝｾﾌﾟﾄ② 建築・室内環境の工夫による徹底的な負荷削減

N北
東西に長い平面とし

パッシブな手法により建築負荷を徹底的に削減

北面 東西に長い平面とし 

東西面は壁を主体とすることで 

空調負荷のピークを低減 
南北面の開口部

東西に長い平面

西

開放的な眺望を確保

南北面の開口部

西面西

＋

77m 西面

全方位

西日を効果的に
コントロールする縦庇 自動スラット角制御

ブラインドによる日射制御

発熱ガラス＋Low-eガラス
11m 

南

ブラインドによる日射制御

自然採光・自然換気に適した 

奥行きの浅いオフィス空間 コミュニケーションボイドを 

自然採光・自然換気に有効利用
奥行きの浅い

コミュニケーション
ボイド

南面

（オフィス 8m＋想定廊下 3m） 自然採光・自然換気に有効利用

外皮空調負荷の小さい 

南北面に開口部

オフィス空間
ボイド

庇・換気窓

株式会社電算新本社計画 44

南面の直射光をカットする
水平ルーバー

南北面に開口部を設ける 
庇 換気窓

ｺﾝｾﾌﾟﾄ③ 明るさ感と全面放射による快適性と省エネの追求

ギ居住心理を応用した省エネルギー技術の採用

モックアップによる実験 面発光イメージ
LEDによる

鉛直面発光照明鉛直面発光照明
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鉛直面発光イメージ 放射空調と統合した天井システム



「明るさ感」を高める鉛直面発光パネルによるアンビエント照明

従来の 1/2 のエネルギー（8W/㎡）で 従来と同等の明るさ感

一般的な蛍光灯全般照明
16W/㎡

本計画
8W/㎡

平均6.7ＮＢ
NB値：東京工業大学中村芳樹准教授の理論に
基づく「明るさ尺度」

平均6.5ＮＢ
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基づく 明るさ尺度」
オフィスにおける推奨平均値は6NB～7.5NB

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 【NB】1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 【NB】

室内の放射環境を整える「全面放射」による快適性と省エネの追求

天井・床・壁の全面放射空調により、室内温度の緩和と省エネを実現

 井水：18℃ 
井水放射冷房 PMV制御

井水放射冷房 

天井 20℃
天井：20℃ 

天井：20℃
ブラインド 

：30℃ 室温：28℃
ガラス 

：19℃ 室温：20℃ 

庇

床：23℃ 床：25℃ Low-e発熱ガラス

床染出し空調 床染出し空調 

エアバリア
遮熱塗装ブ イ ド

〈冷房時〉 〈暖房時〉
床染み出し空調遮熱塗装ブラインド
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長野の豊富な地下水を利用して空調エネルギーを削減

水を熱源 水源と 多 的 活井水を熱源・水源として多元的に活用

井水 直接利用による放射冷房

 井水：18℃ 

井水の直接利用による放射冷房 井水熱源ヒートポンプ

トイレ洗浄水 
井水放射冷房 

井水

井水熱源 

ヒートポンプ

緑化散水 

天井：20℃ 
ブラインド 

：30℃ 室温：28℃

井水 
：23℃ 

排熱 

温水
冷水

床：23℃ 

：30℃ 室温：28℃ 温水
冷水 

50℃ 12℃ 

トップライト

低温再生型 

デシカント空調

床染出し空調 
トップライト

水膜 

井水の水利用デシカント空調
井水：16℃ 

ヒートポンプ排熱による
デシカント空調

井水の水利用
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揚水井戸 還元井戸 

デシカント空調

普及・波及性

中小ビルだからこそ全面的に採用できる技術により
省エネルギーと快適性を実現

パッシブ建築手法による負荷削減パッシブ建築手法による負荷削減

自然エネルギーの徹底利用

明るさ感による照明

放射環境による空調

株式会社電算新本社計画 99



普及・波及性

自然エネルギー利用は、ピーク電力の削減にも貢献

100,000
 ：一般空調 ：井水空調 

ピ ク
制御なし日照明電力消費量 

40％減
80W/m2

60,000

80,000 ピーク 
50％減 

TAL

昼光利用制御

40％減 

40W/m2

20 000

40,000

空調電力消費量 ピーク

20W/m2（一般オフィス） 

10W/m2

40W/m

0

20,000
日空調電力消費量

40％減

4 8 12 16 20 

ピーク 
50％減 

10W/m

2W/m2

時刻［時］
4 8 12 16 20 

1 フロア消費電力量の推移

＜照明消費電力量＞ ＜空調消費電力量＞ 
時刻［時］

1 フロア消費電力量の推移

空調・照明のピーク電力は従来の約半分
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空調 照明のピ ク電力は従来の約半分

普及・波及性

建築のパッシブ手法と自然エネルギー利用により、停電時でも室内環境を維持

8:00 10:00 12:00 14:00 16:00

3 000

4,000 

5,000
夏至 

 
40 0

50.0
42℃ 

夏季 

L
x］

 

1,000 

2,000 

3,000 

750lx 20.0

30.0

40.0

：自然換気なし 

自然換気あり

33℃ 

床
面

照
度

［
L

窓からの距離 （ボイド側） （窓側） 

1,000
0

3,000 5,000 7,000 9,000

5,000 

冬至

0.0

10.0

1時 5時 9時 13時 17時 21時

：自然換気あり 

 （4 回/h） 自然換気により -9℃ 

然
室

温
［
℃

］
 

15 .0

3,000 

4,000 
冬至自

0.0

5 .0

10 .0

：Low-e 発熱ガラス 

（発熱なし）

冬季 

1,000 

0

2,000 

750lx 
-15.0

-10 .0

-5 .0
（発熱なし） 

：フロートガラス 

：外気温度 

断熱性向上 
Low-e ガラス効果

により +12℃

自然換気や高断熱により、空調停止時
も室温を維持

自然採光により、停電時も明るさ
を確保
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省CO2効果

庇・高断熱
自然採光

 現本社ビルを基準に45％の削減効果 （50kg-CO2/㎡・年）

800,000

1,000,000

2
/
年

］

CO2排出量
45％削減

庇 高断熱

による効果
自然採光

による効果 明るさ感

による照明

の効果
放射空調

による効果

自然換気

による効果

-15%

-3%
-9%

600,000

量
［
kg

-
C

O
2

太陽光発電

削減
による効果9%

-3%
-15%

200,000

400,000

O
2
排

出
量 太陽光発電

その他

給排水

0

,

建
物

ラ
ス

利
用

照
明 照
明

換
気

空
調

発
電

C
O

昇降機

コンセント

照明

0
_標

準
建

1
_庇

・
発

熱
ガ

2
_昼

光
利

鉛
直

面
発

光
照

ﾀ
ｽ

ｸ
ｱ

ﾝ
ﾋ
ﾞｴ

ﾝ
ﾄ照

4
_自

然
換

5
_放

射
空

6
_太

陽
光

発

換気

空調搬送

空調熱源

先導的技術による省CO2効果

3
_鉛

　
＋

ﾀ 空調熱源

・CASBEE： Sクラス
・LCCO2 ： -25%
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